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千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

同
組
合
は
２
０
１
２
年
６
月
１
日

か
ら
、
組
合
事
業
に
よ
り
開
発
し

た
雑
草
抑
制
型
製
品
「
ウ
ェ
ー
ブ

ボ
ウ
ソ
ウ
」
（
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
・
Ｂ
ｏ

ｕ
ｓ
ｏ
ｕ
＝
通
称
：
Ｗ
・
Ｂ
）
の

製
造
・
販
売
を
開
始
し
た
。

　
歩
道
や
道
路
の
中
央
分
離
帯
等

に
自
生
す
る
雑
草
の
育
成
を
抑
制

し
、
除
草
な
ど
の
道
路
維
持
管
理

費
用
を
縮
減
・
圧
縮
す
る
こ
と
に

加
え
、
県
や
同
組
合
が
推
奨
す
る

「
エ
コ
セ
メ
ン
ト
」
を
用
い
て
製

造
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る

負
荷
を
抑
え
る
特
徴
を
持
つ
。

　
構
想
か
ら
３
年
の
歳
月
を
か

け
、
試
作
試
験
を
は
じ
め
、
機
能

確
認
の
た
め
の
実
験
や
追
跡
調
査

を
繰
り
返
し
て
製
品
化
に
こ
ぎ
つ

け
た
も
の
。

　
【
技
術
の
名
称
】　
雑
草
抑
制
製

品
「
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
」

　
【
副
題
（
商
標
名
等
）
】　
雑
草

抑
制
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

　
【
開
発
者
】　
千
葉
県
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
品
協
同
組
合
（
千
葉
市
中

央
区
富
士
見
２
―
22
―
２
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
千
葉
県
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
／
事

務
局
次
長
・
太
田
大
介
氏
／
℡
０

４
３
―
２
２
７
―
６
８
４
３

　
【
概
要
】

歩
道
に
お
け
る
雑
草
の
繁
殖
と
ウ
ェ
ー
ブ
条
溝
機
能 千

葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

同
組
合
の
専
務
理
事
の
寺
田
裕

之
・
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
左
）
と
太

田
・
事
務
局
次
長
（
右
）

雑
草
抑
制
製
品「
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
」

開
発
者
・
千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

構
想
か
ら
３
年
で
商
品
化

　
Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
を
補
強
す
る
た
め

の
成
型
版
補
強
工
法
の
ニ
ュ
ー
タ

イ
プ
。
確
実
な
効
果
を
実
現
し
、

最
高
の
性
能
を
発
揮
。
成
型
版
補

強
工
法
の
長
所
を
そ
の
ま
ま
に
、

確
実
な
効
果
を
実
現
す
る
と
い
う

Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法
の
開
発
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
連
続
繊
維
シ
ー
ト
の
パ

ネ
ル
化
に
、
高
靱
性
ボ
ー
ド
を
使

用
し
、
パ
ネ
ル
の
接
合
部
は
現
場

浸
接
着
を
採
用
。
さ
ら
に
繊
維
シ

ー
ト
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
表

面
に
直
接
接
着
で
き
る
構
造
を
採

用
。
こ
れ
ら
の
手
法
を
用
い
て
実

現
。

　
【
技
術
の
名
称
】　
Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル

工
法

　
【
副
題
】　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
補
強
工
法

　
【
開
発
者
】　
㈱
道
路
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
千
葉
市
中
央
区
今

井
１
―
23
―
７
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
Ｆ
Ｋ
パ
ネ

ル
工
法
協
会
／
技
術
委
員
・
土
松

秀
数
氏
／
成
田
市
東
町
１
５
５
―

３
／
℡
０
４
７
６
―
20
―
０
６
７

０
　
【
概
要
】

　
連
続
炭
素
繊
維
シ
ー
ト
に
よ
る

覆
工
補
強
工
法
の
特
徴
を
活
か
し

て
、
繊
維
シ
ー
ト
等
の
補
強
材
を

高
強
度
・
軽
量
か
つ
耐
久
性
に
優

れ
た
成
型
パ
ネ
ル
を
用
い
て
、
ト

ン
ネ
ル
・
橋
梁
、
そ
の
他
構
造
物

等
を
補
修
・
補
強
す
る
工
法
。
ま

た
、
炭
素
繊
維
内
蔵
パ
ネ
ル
工
法

は
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
落

防
止
や
塩
害
進
行
等
を
抑
え
る
た

め
に
表
面
か
ら
の
塩
化
物
イ
オ
ン

の
進
入
を
防
ぐ
目
的
で
、
繊
維
パ

ネ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
と

一
体
化
さ
せ
る
工
法
で
あ
る

　
【
特
徴
】

　
▽
品
質
の
安
定
＝
連
続
炭
素
繊

維
直
貼
工
法
で
は
、
現
場
で
の
環

境
温
度
や
作
業
員
熟
練
度
の
影
響

を
受
け
易
い
が
、
Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
は

工
場
生
産
で
あ
る
た
め
、
品
質
の

安
定
が
確
保
さ
れ
る

　
▽
施
工
性
の
向
上
＝
現
場
で
の

加
工
を
基
本
的
に
な
く
す
と
と
も

に
、パ
ネ
ル
が
軽
量
で
あ
る
た
め
、

迅
速
な
施
工
が
可
能
で
あ
る

　
▽
耐
火
性
・
耐
候
性
＝
表
面
に

不
燃
材
料
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
耐
火
性
・
耐
候
性
・
耐
衝
撃

性
・
柔
軟
性
に
優
れ
、
高
い
耐
久

性
で
、
補
強
繊
維
シ
ー
ト
を
保
護

す
る

　
【
施
工
方
法
】

　
下
地
処
理
工
（
ケ
レ
ン
粉
の
除

去
・
処
理
）
↓
下
地
プ
ラ
イ
マ
ー

↓
パ
ネ
ル
貼
付
工
（
①
パ
ネ
ル
設

　
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
は
、
柔

軟
で
地
面
に
よ
く
馴
染
み
、
反
り

が
出
難
い
。
片
面
凹
凸
（
３
㎜
）

で
重
機
の
走
行
や
歩
行
が
１
枚
で

両
立
で
き
る
。
ま
た
軽
量
（
18
㎏

／
23
㎏
）
で
手
で
も
持
ち
運
べ
、

何
回
で
も
使
い
回
し
の
良
さ
で
経

済
的
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。

○ 

災
害
時
車
両
の
仮
設
置

き
場
や
、
仮
設
避
難
場

の
敷
板
な
ど

○ 

建
築
現
場
内
通
路
、
仮

設
ハ
ウ
ス
、
仮
設
駐
車

場
、
材
料
置
き
場
な
ど

○ 

機
材
搬
入
の
床
養
生
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
保

護
、
重
量
物
設
置
時
床

養
生
な
ど

○ 

造
園
・
農
作
業
の
足
場
、

水
作
業
の
足
場
用
な
ど

　
【
技
術
の
名
称
】　
ス
ー
パ
ー
ジ

ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ

　
【
副
題
（
商
標
名
等
）
】　
再
生

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
圧
縮
に
強
い

柔
軟
な
敷
板

　
【
開
発
者
】　
京
葉
興
業
㈱

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
京
葉
興
業

㈱
開
発
営
業
／
林
達
氏
／
℡
０
４

７
―
３
３
７
―
９
１
１
６

　
【
概
要
】　
本
技
術
は
、
再
生
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
を
使
用
し
た
敷
板

で
、
柔
軟
で
軽
く
、
養
生
面
に
良

く
馴
染
む
た
め
、
搬
出
入
の
た
め

の
重
機
も
不
要
で
手
軽
に
現
場
養

生
が
可
能
な
商
品
で
あ
る
。
柔
軟

性
と
共
に
圧
縮
に
も
強
く
、
Ｎ
値

２
相
当
以
上
の
地
盤
で
あ
れ
ば
25

ｔ
車
相
当
の
走
行
に
も
耐
え
、
割

れ
難
く
歩
行
に
も
適
す
る
。ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
面
に
お
い
て
も
、
敷

板
を
粉
砕
し
て
繰
り
返
し
再
生
利

用
で
き
る
た
め
、
環
境
保
全
に
も

貢
献
で
き
る
商
品
で
あ
る

　
【
特
徴
】

　
①
再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
凸

部
が
あ
る
た
め
、
滑
り
難
く
、
水

に
強
く
錆
び
の
心
配
が
な
い

　
②
敷
設
時
は
、
軽
く
て
扱
い
や

す
い
た
め
、
重
機
や
特
殊
工
が
不

要
で
あ
る

　
③
軽
量
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
芝
生
や
タ
イ
ル
等
傷
つ
き
や
す

い
下
地
の
養
生
に
も
適
す
る

　
④
柔
軟
性
が
あ
り
、
な
だ
ら
か

な
養
生
面
の
起
伏
に
も
追
随
し
、

歩
行
時
の
つ
ま
づ
き
等
の
低
減
も

図
れ
る

　
⑤
軽
量
で
長
期
の
屋
外
使
用
に

も
耐
え
、
敷
き
鉄
板
ま
で
は
必
要

と
し
な
い
現
場
で
の
繰
り
返
し
使

用
に
も
適
す
る

　
【
施
工
方
法
】　

　
準
備
工
は
、
敷
設
場
所
の
寸
法

を
測
定
し
、
大
き
な
石
や
突
起
物

を
除
去
す
る
。
大
き
な
凹
凸
が
あ

る
場
合
は
平
ら
に
す
る
。
敷
設
工

は
、
敷
板
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
使

い
近
く
に
運
ぶ
。
人
手
に
よ
り
、

敷
設
場
所
ま
で
運
び
整
列
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ

ラ
イ
ト
同
士
を
結
束
バ
ン
ド
で
、

結
束
す
る

　
【
施
工
・
材
料
単
価
】

　
従
来
技
術
と
の
比
較
な
し
。
本

製
品
は
単
価
９
１
０
×
１
８
２
０

の
ケ
ー
ス
で
１
万
８
０
０
０
円

（
運
搬
、
敷
設
、
撤
去
費
を
含
ま

な
い
）

　
【
適
用
条
件
・
範
囲
】

　
▽
敷
設
す
る
地
盤
は
Ｎ
値
２
相

当
以
上
で
安
全
に
使
用
で
き
る

　
▽
敷
鉄
板
を
敷
設
す
る
た
め
の

重
機
が
入
れ
な
い
現
場
や
芝
生
な

ど
傷
つ
き
や
す
い
下
地
の
養
生

　
▽
歩
行
と
重
車
両
の
走
行
に
使

用
で
き
る
た
め
、
住
宅
街
や
街
中

の
工
事
現
場
や
周
辺
で
の
使
用
に

最
適

　
【
施
工
・
使
用
後
の
環
境
へ
の

影
響
】

　
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
再
生
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
で
、
工
場
内
で
敷
板

を
粉
砕
し
繰
り
返
し
再
生
利
用
で

き
る
た
め
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い

　
【
施
工
・
使
用
上
の
留
意
点
】

　
敷
板
上
で
の
急
発
進
、急
停
車
、

急
ハ
ン
ド
ル
は
、板
が
飛
ん
だ
り
、

動
く
た
め
に
危
険
。
ブ
リ
ッ
ジ
や

大
き
な
穴
等
へ
の
敷
き
込
み
は
曲

げ
強
度
が
無
い
た
め
に
使
用
不

可
。
ま
た
強
風
の
場
合
は
、
吹
き

飛
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
で
金
具
な
ど

で
地
面
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
【
実
績
状
況
】

　
10
年
３
月
に
鹿
島
・
清
水
Ｊ
Ｖ

湯
西
川
ダ
ム
建
設
工
事
現
場
に
て

現
場
内
通
路
確
保
及
び
道
路
面
養

生
。
11
年
８
月
に
仙
台
銘
板
（
レ

ン
タ
ル
）
経
由
に
て
山
口
国
体
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
会
場
設
営
時
で
の
重

機
走
行
の
た
め
の
芝
生
養
生
。
12

年
６
月
に
陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯

地
等
に
て
、
被
災
地
通
路
確
保
、

テ
ン
ト
内
養
生
、
芝
生
養
生
等
の

使
用

　
【
そ
の
他
】

　
▽
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
認
定
証
＝

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
番
号
０
８
１
１

８
０
１
７

　
▽
特
許
№
５
３
３
８
０
０
１
号

　
▽
千
葉
も
の
づ
く
り
認
定
製
品

第
93
号

た
雑
草
抑
制
型
製
品
「
ウ
ェ
ー
ブ

ボ
ウ
ソ
ウ
」
（
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
・
Ｂ
ｏ

ｕ
ｓ
ｏ
ｕ
＝
通
称
：
Ｗ
・
Ｂ
）
の

製
造
・
販
売
を
開
始
し
た
。

　
歩
道
や
道
路
の
中
央
分
離
帯
等

に
自
生
す
る
雑
草
の
育
成
を
抑
制

し
、
除
草
な
ど
の
道
路
維
持
管
理

造
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る

負
荷
を
抑
え
る
特
徴
を
持
つ
。

　
構
想
か
ら
３
年
の
歳
月
を
か

け
、
試
作
試
験
を
は
じ
め
、
機
能

確
認
の
た
め
の
実
験
や
追
跡
調
査

を
繰
り
返
し
て
製
品
化
に
こ
ぎ
つ

け
た
も
の
。

【
技
術
の
名
称
】

品
「
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
」

【
副
題
（
商
標
名
等
）
】

抑
制
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

　
Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
を
補
強
す
る
た
め

の
成
型
版
補
強
工
法
の
ニ
ュ
ー
タ

イ
プ
。
確
実
な
効
果
を
実
現
し
、

最
高
の
性
能
を
発
揮
。
成
型
版
補

強
工
法
の
長
所
を
そ
の
ま
ま
に
、

確
実
な
効
果
を
実
現
す
る
と
い
う

Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法
の
開
発
コ
ン
セ

公共工事へ技術活用を

置
（
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
み
、
ワ

ッ
シ
ャ
ー
と
皿
ビ
ス
で
固
定
）
②

接
合
部
含
浸
接
着
③
シ
ー
ル
工
）

↓
エ
ポ
キ
シ
注
入
工
（
①
注
入
孔

・
エ
ア
ー
抜
孔
取
付
工
②
エ
ポ
キ

シ
注
入
工
③
打
音
確
認
④
エ
ポ
キ

シ
調
整
注
入
工
）
↓
仕
上
げ
工

　
【
施
工
・
材
料
単
価
】（
従
来
と

の
比
較
）

　
従
来
は
、
鋼
板
接
着
工
法
（
引

張
強
度
４
０
０
Ｎ
／
㎜2

）
、
直
接

工
事
費
が
約
10
万
円
／
㎡
。
Ｆ
Ｋ

パ
ネ
ル
工
法
（
引
張
強
度
３
４
０

０
Ｎ
／
㎜2

）
直
接
工
事
費
が
約
４

万
７
０
０
０
円
／
㎡

　
【
適
用
条
件
・
範
囲
】

　
ト
ン
ネ
ル
曲
率
半
径
が
１
５
０

０
㎜
以
上

　
【
施
工
・
使
用
上
の
留
意
点
】

　
Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法
を
施
工
す
る

に
あ
た
り
、
施
工
・
品
質
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
（
ひ

び
割
れ
・
漏
水
・
段
差
等
）
は
、

別
途
補
修
・
修
繕
す
る

　
【
実
績
状
況
】

　
地
方
自
治
体
が
11
件
。
う
ち
、

県
内
で
は
安
房
農
業
事
務
所
（
立

岩
ト
ン
ネ
ル
）
１
件
。
民
間
が
３

件
　
【
そ
の
他
】

　
▽
特
許
第
３
８
３
９
４
４
６
号

　
▽
発
明
の
名
称
＝
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
補
強
方
法

　
▽
取
得
日
＝
06
年
８
月
11
日

　
歩
道
等
に
繁
殖
す
る
雑
草
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
と
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
接
合
部
が
振
動
や
膨
張
収

縮
の
繰
り
返
し
で
剥
離
し
隙
間
と

な
り
、
そ
こ
に
種
子
を
含
ん
だ
土

が
堆
積
し
て
自
生
し
て
い
る
。
当

製
品
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
に

ウ
ェ
ー
ブ
条
溝
を
形
成
し
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
食
い
込
み
に
よ
っ
て

剥
離
を
抑
え
、
雑
草
の
繁
殖
を
抑

制
す
る
。
ま
た
、
万
が
一
剥
離
し

た
場
合
で
も
、
雑
草
の
種
子
が
ウ

ェ
ー
ブ
条
溝
に
留
ま
り
、
発
芽
し

て
も
植
物
の
屈
地
性
に
よ
っ
て
繁

殖
が
抑
制
さ
れ
る
。

　
【
特
徴
】

　
①
道
路
の
維
持
管
理
に
要
す
る

除
草
費
用
を
軽
減
で
き
る

　
②
通
行
障
害
と
な
る
雑
草
の
生

育
が
抑
制
さ
れ
、
歩
行
者
の
安
全

を
確
保

　
③
雑
草
が
繁
殖
し
な
い
快
適
な

道
路
景
観
が
造
れ
る

　
【
ウ
ェ
ー
ブ
条
溝
機
能
の
原
理
】

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
に
ウ
ェ
ー

ブ
状
の
溝
を
形
成
す
る
こ
と
で
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
食
い
込
み
剥
離

を
抑
え
、
雑
草
の
生
育
す
る
ポ
ケ

ッ
ト
の
発
生
を
防
止
。
剥
離
し
た

場
合
で
も
雑
草
の
種
子
は
溜
ま

り
、
発
芽
し
て
も
通
常
、
根
の
先

端
は
下
方
（
向
地
性
）
に
、
茎
の

上
部
は
上
方
（
背
地
性
）
に
向
か

っ
て
屈
曲
す
る
と
い
う
植
物
の
屈

地
性
か
ら
、
根
は
ウ
ェ
ー
ブ
に
よ

っ
て
路
盤
へ
の
伸
長
を
阻
害
（
向

地
性
）
さ
れ
、
繁
殖
は
抑
制
。
路

盤
に
潜
在
し
た
種
子
は
、
接
合
部

に
ポ
ケ
ッ
ト
が
生
じ
な
い
た
め
発

芽
す
る
こ
と
が
出
来
ず
万
一
、
発

芽
し
た
場
合
で
も
ウ
ェ
ー
ブ
条
溝

機
能
に
よ
り
生
育
を
阻
害
（
背
地

性
）
す
る
も
の

　
【
施
工
・
材
料
単
価
】（
従
来
と

の
比
較
）

　
該
当
製
品
に
つ
い
て
は
、
従
来

製
品
と
同
価
格

　
【
適
用
条
件
・
範
囲
】

　
千
葉
県
型
側
溝
及
び
エ
プ
ロ
ン

付
き
街
渠
Ｌ
型
ブ
ロ
ッ
ク
に
適
用

可
能

　
【
施
工
・
使
用
後
の
環
境
へ
の

影
響
】

　
雑
草
の
繁
殖
が
抑
制
さ
れ
、
視

界
が
広
が
り
快
適
な
生
活
環
境
が

維
持
さ
れ
る

　
【
施
工
・
使
用
上
の
留
意
点
】

　
▽
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
製
品
の

隣
接
個
所
を
転
圧
す
る
際
は
、
ロ

ー
ラ
ー
が
ウ
ェ
ー
ブ
条
溝
に
接
触

し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要

　
▽
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
事
に
お
い

て
、
舗
装
を
削
る
場
合
は
研
削
機

を
天
端
厚
に
ウ
ェ
ー
ブ
条
溝
厚
を

加
算
し
て
セ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ

る
（
天
端
に
製
品
を
識
別
す
る
マ

ー
ク
有
り
）

　
【
官
公
庁
と
の
実
績
状
況
】

　
千
葉
県
企
業
庁
１
件
、
市
原
市

１
件
い
す
み
市
役
所
１
件
、
山
武

土
木
事
務
所
１
件
、
市
原
土
木
事

務
所
１
件
、
市
原
整
備
事
務
所
１

件
な
ど

　
【
そ
の
他
】

　
▽
千
葉
県
土
木
部
が
制
定
し
た

「
１
９
８
８
年
度
千
葉
県
型
側
溝

及
び
側
溝
蓋
制
定
業
務
」
規
格
に

適
合

　
▽
意
匠
登
録
第
１
３
９
６
８
０

３
号
、
第
１
４
７
８
８
１
１
号

ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
製
品
▼

京
葉
興
業
㈱
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
野
武
嗣
氏

老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
対
策
に
貢
献

Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法

開
発
者
・
㈱
道
路
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▲

Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
の
モ
デ
ル
図

施
工
写
真

 

ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ

樹
脂
製
敷
板 

開
発
者
・
京
葉
興
業
㈱

柔
軟
性
と
強
度
を
両
立

軽
量
で
運
搬
が
容
易

こんな用途に

「
ち
ば
千
産
技
術
」栄
え
あ
る
第
１
回
認
定

▲ＦＫパネル断面詳細

公共工事へ技術活用を公共工事へ技術活用を
「

県内企業開発の新技術



公共工事へ技術活用を
３ 2014年(平成26年)3月28日(金曜日)

ク
積
用
、
Ｖ
ロ
ッ
ク
用
、
ロ
ボ
ッ

ク
用

　
【
開
発
者
】　
㈱
ト
ッ
コ
ン
（
い

す
み
市
岬
町
桑
田
１
２
７
１
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
㈱
ト
ッ
コ

ン
営
業
チ
ー
ム
／
田
中
喜
久
氏
／

℡
０
４
７
０
―
87
―
５
１
１
１

　
【
概
要
】　
本
技
術
は
、
各
種
ブ

ロ
ッ
ク
積
擁
壁
用
基
礎
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
品
で
あ
る
。

従
来
は
、
現
場
打
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
で
対
応
し
て
い
た
が
、
本
技

術
の
活
用
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
積

基
礎
工
事
の
施
工
性
が
向
上
し
、

工
期
の
短
縮
が
期
待
で
き
る

　
【
特
徴
】

　
▽
各
種
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
の
基

礎
を
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
（
長
１
・

25
〜
２
・
00
ｍ
）
し
た
こ
と
に
よ

り
、
型
枠
組
み
立
て
・
解
体
、
養

生
等
の
現
場
作
業
が
不
要
と
な
っ

た
た
め
、
作
業
日
数
が
短
縮
さ
れ

施
工
性
が
向
上

　
▽
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
詰
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
積
ブ
ロ
ッ
ク
の
胴
込

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
同
時
に
打
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
壁
体
工
と
基
礎

工
の
一
体
性
が
向
上

　
【
実
績
状
況
】

　
▽
国
土
交
通
省
51
件

　
▽
地
方
自
治
体
１
７
１
件
。
う

ち
県
内
で
は
、
土
木
事
務
所
管
内

86
件
、
市
町
村
85
件

格
を
も
つ
大
型
積
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ

る
。
従
来
は
10
個
／
㎡
程
度
の
間

知
ブ
ロ
ッ
ク
で
対
応
し
て
い
た

が
、
本
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
法

止
擁
壁
及
び
河
川
護
岸
の
施
工
性

の
向
上
と
品
質
の
向
上
が
期
待
で

き
る

　
【
特
徴
】

　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
規
格
を
１
・
６
個

／
㎡
（
９
９
８
㎜
×
６
２
２
㎜
）

の
大
型
化
に
よ
り
、
機
械
施
工
可

能
で
施
工
性
が
向
上

　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
上
下
面
を
水
平
構

造
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
水
平
積

で
自
立
す
る
た
め
、
施
工
時
の
安

定
性
が
向
上

　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
の
前
壁
と
後
壁
を

連
結
す
る
胴
部
分
構
造
を
Ｖ
字
形

状
と
し
た
た
め
、
胴
込
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
打
設
が
容
易
と
な
り
、
ブ

ロ
ッ
ク
と
胴
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

打
継
ぎ
面
の
一
体
性
が
向
上

　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
け
て
い
る
突

起
及
び
溝
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
据

え
付
け
の
位
置
決
め
が
容
易
で
あ

り
、
曲
線
区
間
に
も
対
応
可
能
な

た
め
、
大
幅
に
施
工
性
が
向
上

　
▽
機
械
施
工
に
よ
り
熟
練
し
た

技
能
者
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

省
力
化
が
図
ら
れ
る

　
【
実
績
状
況
】

　
▽
国
土
交
通
省
１
件

　
▽
地
方
自
治
体
14
件
。
う
ち
県

内
で
は
、土
木
事
務
所
管
内
３
件
、

市
町
村
11
件

　
【
技
術
の
名
称
】　
連
結
ボ
ル
ト

結
合
に
よ
る
多
自
然
型
大
型
空
積

ブ
ロ
ッ
ク

　
【
副
題
】　
ロ
ボ
ッ
ク

　
【
開
発
者
】　
㈱
ト
ッ
コ
ン
（
い

す
み
市
岬
町
桑
田
１
２
７
１
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
㈱
ト
ッ
コ

ン
営
業
チ
ー
ム
／
田
中
喜
久
氏
／

℡
０
４
７
０
―
87
―
５
１
１
１

　
【
概
要
】

　
本
技
術
は
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
結
合

に
連
結
ボ
ル
ト
と
連
結
ピ
ン
を
用

い
た
多
自
然
型
大
型
空
積
ブ
ロ
ッ

ク
で
、
従
来
は
胴
込
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
用
い
た
大
型
積
ブ
ロ
ッ
ク
で

対
応
し
て
い
た
。
本
技
術
の
活
用

に
よ
り
練
積
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
（
擁

壁
）
と
同
等
の
強
度
の
多
自
然
型

空
積
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
（
擁
壁
）
が

期
待
で
き
る

　
【
特
徴
】

　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
結
合
に
連
結

ボ
ル
ト
と
連
結
ピ
ン
を
用
い
た
多

自
然
型
大
型
空
積
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ

る
　
▽
ロ
ボ
ッ
ク
本
体
は
大
型
ブ
ロ

ッ
ク
で
、
上
下
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
Ｃ

・
Ｇ
・
Ｐ
と
連
結
ボ
ル
ト
で
結
合

し
、
せ
ん
断
力
を
確
保
。
こ
れ
に

よ
り
擁
壁
の
上
下
方
向
に
強
固
に

結
合
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
噛
み
合

わ
せ
で
左
右
に
も
結
合
し
、
一
体

化
。
ま
た
、
内
、
外
カ
ー
ブ
を
問

わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
曲
線
形
状
に
も

容
易
に
対
応
可
能

　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
間
を
２
本
の
ボ
ル

ト
と
連
結
ピ
ン
を
用
い
て
連
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
空
積
ブ
ロ
ッ
ク

擁
壁
が
練
積
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
構
造
と
同
様
の
一
体
化
の
強

い
構
造
に
な
る

　
▽
壁
面
が
擬
石
模
様
の
景
観
タ

イ
プ
、
植
生
空
間
を
確
保
し
た
緑

化
タ
イ
プ
、
魚
類
の
生
息
空
間
を

確
保
し
た
魚
巣
タ
イ
プ
が
あ
る

　
【
官
公
庁
と
の
実
績
状
況
】

　
▽
国
土
交
通
省
１
件

　
▽
地
方
自
治
体
74
件
。
う
ち
県

内
で
は
、土
木
事
務
所
管
内
69
件
、

市
町
村
５
件

　
「
法
隆
寺
・
五
重
の
塔
」
世

界
最
古
の
木
造
建
築
物
。
１
２

０
０
ｔ
も
の
五
重
の
塔
が
不
同

沈
下
を
起
こ
さ
ず
、
１
４
０
０

年
近
く
も
の
間
、
風
雪
、
大
地

震
に
耐
え
、
今
な
お
そ
の
風
格

と
華
麗
な
姿
を
保
っ
て
い
る
。

基
礎
地
盤
に
玉
石
を
敷
く
「
玉

石
工
法
」
。
こ
れ
こ
そ
が
先
人

の
知
恵
。
他
の
優
れ
た
工
法
と

融
和
合
理
化
し
て
現
代
に
蘇
ら

せ
た
の
が
「
ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工

法
（
マ
イ
独
楽
）
。

　
【
技
術
の
名
称
】　
ト
ッ
プ
ベ

ー
ス
工
法（
コ
マ
型
基
礎
工
法
）

　
【
副
題
】　
軟
弱
地
盤
上
に
お

け
る
浮
き
基
礎
工
法
（
マ
イ
独

楽
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
㈱
ト
ッ

コ
ン
営
業
チ
ー
ム
／
田
中
喜
久

氏
／
℡
０
４
７
０
―
87
―
５
１

１
１

　
【
概
要
】

　
本
技
術
は
構
造
物
の
基
礎
地

盤
面
に
コ
マ
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
並
べ
、
隙
間

に
砕
石
等
を
充
填
し
て
締
め
固

め
る
軟
弱
地
盤
改
良
工
法
で
あ

る
。
本
工
法
に
よ
り
、
構
造
物

等
の
荷
重
を
分
散
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
地
盤
に
伝
え
て
支
持
力
不

足
を
補
い
、
沈
下
抑
制
に
多
大

な
効
果
を
発
揮
で
き
る
。

　
【
特
徴
】

　
▽
ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法
は
基

礎
地
盤
の
表
面
に
コ
マ
の
形
を

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

を
敷
設
し
て
、
支
持
力
向
上
と

沈
下
抑
制
を
図
る
軟
弱
地
盤
の

基
礎
工
法
で
あ
り
、
従
来
の
浮

基
礎
に
属
す
る

　
▽
基
礎
荷
重
が
コ
マ
型
ブ
ロ

ッ
ク
を
介
し
て
間
詰
砕
石
を
圧

縮
・
拘
束
す
る
た
め
、
コ
マ
型

ブ
ロ
ッ
ク
と
間
詰
砕
石
が
一
体

と
な
っ
た
盤
構
造
形
成
す
る
。

間
詰
砕
石
が
荷
重
を
分
散
さ
せ

る
の
で
、
地
盤
内
の
応
力
を
均

等
化
で
き
る

　
▽
中
小
規
模
の
構
造
物
に
お

い
て
最
適
で
あ
り
、
経
済
性
・

施
工
性
の
向
上
、
工
期
の
短
縮

が
で
き
る
安
全
な
工
法
で
あ
る

　
【
官
公
庁
と
の
実
績
状
況
】

　
▽
国
土
交
通
省
２
件

　
▽
地
方
自
治
体
１
９
２
件
。

う
ち
県
内
で
は
、
土
木
事
務
所

管
内
１
４
１
件
、
市
町
村
51
件

　
【
技
術
の
名
称
】　
大
型
練
積
ブ

ロ
ッ
ク

　
【
副
題
】　
Ｖ
ロ
ッ
ク

　
【
開
発
者
】　
㈱
ト
ッ
コ
ン
（
い

す
み
市
岬
町
桑
田
１
２
７
１
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
㈱
ト
ッ
コ

ン
営
業
チ
ー
ム
／
田
中
喜
久
氏
／

℡
０
４
７
０
―
87
―
５
１
１
１

　
【
概
要
】

　
本
技
術
は
１
・
６
個
／
㎡
の
規

県内企業開発の新技術
　
県
内
企
業
が
開
発
し
た
新
技
術
と
し
て
県
県
土
整
備
部
技

術
管
理
課
は
「
ち
ば
千
産
技
術
」
を
創
設
。
そ
の
第
１
回
目

の
公
募
で
は
、
県
内
の
１
団
体
・
４
企
業
か
ら
11
技
術
の
提

案
が
あ
っ
た
。
県
内
の
建
設
企
業
等
の
技
術
力
と
開
発
意
欲

向
上
の
た
め
広
く
情
報
を
発
信
し
、
公
共
工
事
等
で
の
活
用

や
普
及
を
目
的
と
し
た
も
の
。
栄
え
あ
る
第
１
回
の
ち
ば
千

産
技
術
に
認
定
登
録
さ
れ
た
の
は
、
千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
協
同
組
合
の
雑
草
抑
制
製
品
「
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
」
、

㈱
道
路
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を

補
強
す
る
た
め
の
「
Ｆ
Ｋ
パ
ネ
ル
工
法
」
、
京
葉
興
業
㈱
の

再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
圧
縮
に
強
い
柔
軟
な
敷
板
の
「
ス

ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ
」
、
㈱
ト
ッ
コ
ン
の
「
多
自

然
環
境
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ⅴ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
）
」
「
自
立
型
間
知
ブ

ロ
ッ
ク
積
工
法
」
「
ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法
（
コ
マ
型
基
礎
工

法
）
」
「
連
結
ボ
ル
ト
結
合
に
よ
る
多
自
然
型
大
型
空
積
ブ

ロ
ッ
ク
」
「
大
型
練
積
ブ
ロ
ッ
ク
」
「
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
」
、

㈱
活
充
企
画
の
「
か
ご
マ
ッ
ト
連
結
材
」
「
天
然
繊
維
油
吸

着
材
エ
コ
パ
ッ
ト
」
。
技
術
の
種
類
別
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
７
件
、
仮
設
工
関
連
製
品
１
件
、
か
ご
マ
ッ
ト
関
連
製

品
１
件
、
油
吸
着
材
関
連
製
品
１
件
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強

工
法
１
件
。
２
月
20
日
に
県
庁
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
県
と

（
公
財
）
千
葉
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
る
「
土

木
技
術
講
習
会
」
（
２
０
１
３
年
度
第
２
回
新
技
術
発
表
）

で
は
、
従
来
の
新
技
術
（
３
件
）
と
と
も
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
市
町
村
職
員
を
は
じ
め
県
内
外
の
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
者
に
対
し
て
広
く
情
報
を
提
供
し
、
公

共
工
事
へ
の
技
術
の
活
用
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
・
多
自
然
川
づ
く
り
＝
変
化
に

富
ん
だ
擬
岩
の
配
置
に
よ
っ
て
、

よ
り
自
然
な
景
観
を
創
り
出
す
。

自
然
石
に
近
い
仕
上
が
り
に
な
る

　

◆
ス
ロ
テ
ク
ト
Ｖ
Ｃ

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
型
化
（
1
個

／
㎡
）
に
よ
り
省
力
化
が
で
き
る

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
表
面
に
擬
石
模
様

を
施
し
て
あ
り
、
自
然
の
景
観
と

調
和

　
・
Ｖ
Ｃ
製
品
は
、
目
地
モ
ル
タ

ル
量
が
少
な
く
、
施
工
性
に
優
れ

て
い
る

　
・
標
準
設
計
法
勾
配
＝
１
割
以

上
　
◆
ア
イ
ス
タ
ー

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
型
化
（
1
個

／
㎡
）
に
よ
り
施
工
性
に
優
れ
て

い
る
。
据
え
付
け
が
容
易
で
、
工

事
の
省
力
化
が
で
き
る

　
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
Ｖ
Ｃ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
仕
上
げ
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
植
生
と
生
物
の
生
育
環
境
を

両
立
で
き
る
「
生
物
対
応
型
エ
コ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
」

　
・
標
準
設
計
法
勾
配
＝
1
割
以

上　
　
【
施
工
方
法
】

　
①
法
面
を
計
画
勾
配
に
整
形

し
、
法
面
に
沿
っ
て
裏
込
材
、
吸

い
出
し
防
止
材
を
必
要
に
応
じ
て

敷
設
す
る

　
②
ブ
ロ
ッ
ク
を
ク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
所
定
の
法
面
位
置
に
据
え

付
け
る

　
③
隣
接
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
四
隅

を
連
結
金
具
で
固
定
し
、
現
地
発

生
土
を
用
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
の
突
起

面
ま
で
覆
土
す
る

　
【
施
工
・
材
料
単
価
】

　
（
10
年
６
月
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
掲

載
時
）

　
従
来
は
連
節
ブ
ロ
ッ
ク
重
量
が

３
０
０
㎏
／
㎡
以
上
で
96
万
３
５

７
１
円
／
１
０
０
㎡
（
国
土
交
通

省
積
算
基
準
に
よ
る
）
。
当
社
ジ

ェ
ロ
ッ
ク
は
ブ
ロ
ッ
ク
重
量
が
３

１
７
㎏
／
㎡
で
91
万
８
７
０
４
円

／
１
０
０
㎡
（
国
土
交
通
省
積
算

基
準
に
よ
る
）

　
【
施
工
・
使
用
後
の
環
境
へ
の

影
響
】

　
植
生
試
験
施
工
調
査
の
１
年
経

過
時
の
結
果
で
は
、
水
際
部
を
除

き
法
面
の
50
％
〜
60
％
の
緑
化
が

確
認
で
き
た
。３
年
経
過
時
で
は
、

周
囲
の
雑
草
も
進
入
し
護
岸
の
95

％
以
上
に
緑
化
が
広
が
り
、
ブ
ロ

ッ
ク
が
見
え
な
い
状
況
が
確
認
さ

れ
た
。
水
際
部
で
は
、
雑
草
が
ブ

ロ
ッ
ク
の
空
隙
内
に
根
を
張
っ
て

成
長
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
【
実
績
状
況
】

　
▽
国
土
交
通
省
２
件

　
▽
地
方
自
治
体
２
１
０
件
。
う

ち
県
内
で
は
、
土
木
事
務
所
管
内

１
６
４
件
、
市
町
村
46
件

　
【
技
術
の
名
称
】　
多
自
然
環
境

ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｖ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
）

　
【
副
題
】　
ジ
ェ
ロ
ッ
ク
、
ス
ロ

テ
ク
ト
Ｖ
Ｃ
、
ア
イ
ス
タ
ー

　
【
開
発
者
】　
㈱
ト
ッ
コ
ン
（
い

す
み
市
岬
町
桑
田
１
２
７
１
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
㈱
ト
ッ
コ

ン
営
業
チ
ー
ム
／
田
中
喜
久
氏
／

℡
０
４
７
０
―
87
―
５
１
１
１

　
【
概
要
】

　
本
技
術
は
、
河
川
護
岸
の
植
生

な
ど
自
然
生
態
系
の
保
全
・
復
元

機
能
を
も
つ
多
孔
質
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。従
来
は
、

大
型
連
節
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
で
対
応

し
て
い
た
が
、
本
技
術
の
活
用
に

よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
隙
部
分
に
根

が
張
り
植
生
の
安
定
性
を
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
河
川
景
観
・
環
境

が
向
上
し
、
生
態
系
の
保
全
・
復

元
の
課
題
解
決
に
繋
が
る
。

　
【
特
徴
】

　
護
岸
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
を
無
孔
質
か
ら
多
孔
質
（
ポ
ー

ラ
ス
）
に
変
え
た
。
多
孔
質
（
ポ

ー
ラ
ス
）に
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
に
根
が
張
り
、
植
生
が

安
定
的
に
維
持
さ
れ
、
河
川
景
観

・
環
境
が
向
上
す
る
。
バ
イ
コ
ン

製
法
に
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
コ

ス
ト
を
縮
減
し
、
製
造
価
格
が
安

価
に
な
る
た
め
、
経
済
性
が
向
上

す
る

　

◆
ジ
ェ
ロ
ッ
ク

　
・
強
固
な
連
結
構
造
＝
擬
岩
ブ

ロ
ッ
ク
間
を
梁
で
一
体
化
し
た
大

型
連
結
ブ
ロ
ッ
ク

　
・
施
工
が
容
易
＝
一
体
構
造
の

た
め
寸
法
の
ズ
レ
が
な
く
、
水
平

か
ら
1
割
勾
配
の
法
面
ま
で
使
用

可
能

　
・
法
面
緑
化
＝
空
隙
率
が
大
き

い
た
め
（
製
品
表
面
約
50
％
、
体

積
比
約
30
％
）
植
物
の
根
が
張
り

や
す
く
、
間
詰
土
砂
が
流
出
し
に

く
い
凹
凸
形
状
に
よ
り
植
生
・
緑

化
に
適
し
て
い
る

「
環
境
」を
考
慮
し
た
構
造

多
自
然
環
境
ブ
ロ
ッ
ク（
Ｖ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
）

開
発
者
・
㈱
ト
ッ
コ
ン

多
自
然
環
境
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｖ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
）
製
品

㈱
ト
ッ
コ
ン
営
業
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
の
田
中
氏

　
【
技
術
の
名
称
】　
自
立
型
間
知

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法

　
【
副
題
】　
自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ

ク
　
【
開
発
者
】　
㈱
ト
ッ
コ
ン
（
い

す
み
市
岬
町
桑
田
１
２
７
１
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　
㈱
ト
ッ
コ

ン
営
業
チ
ー
ム
／
田
中
喜
久
氏
／

℡
０
４
７
０
―
87
―
５
１
１
１

　
【
概
要
】

　
本
技
術
は
、
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
の

背
面
に
正
面
壁
と
同
等
の
背
面
壁

を
設
け
た
Ｈ
型
形
状
の
自
立
型
間

知
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法
で
あ
る
。
従

来
は
、
間
知
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
積
工
法
で
対
応
し
て
い
た

が
、
本
技
術
に
よ
り
胴
が
い
・
尻

が
い
及
び
裏
型
枠
が
不
要
と
な

り
、
施
工
性
と
品
質
の
向
上
が
期

待
で
き
る

　
【
特
徴
】

　
▽
徴
四
角
錐
体
の
間
知
ブ
ロ
ッ

ク
の
背
面
に
正
面
壁
と
同
等
の
背

面
壁
を
設
け
て
自
立
型
と
し
た

　
▽
自
立
型
に
変
え
た
こ
と
に
よ

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
時
に
胴
が

い
・
尻
が
い
及
び
裏
型
枠
が
不
要

と
な
り
、
か
つ
２
〜
３
段

積
み
上
げ
後
同
時
に
胴
込

（
裏
込
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
設
が
可
能
と
な
り
、

施
工
性
が
向
上
し
、
打
継

面
が
少
な
い
壁
体
と
し
て

の
一
体
性
が
増
す

　
▽
積
み
上
げ
と
同
時
に

胴
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
裏

込
材
を
投
入
で
き
る
の
で

工
期
短
縮
が
可
能

　
【
実
績
状
況
】

　
▽
国
土
交
通
省
43
件

　
▽
地
方
自
治
体
４
１
２

０
件
。
う
ち
県
内
で
は
、

土
木
事
務
所
管
内
２
８
８
４
件
、

市
町
村
１
２
３
６
件
。

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法

開
発
者
・
㈱
ト
ッ
コ
ン

トップベース工法（コマ型基礎工法）
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク開

発
者
・
㈱
ト
ッ
コ
ン

連
結
ボ
ル
ト
結
合
に
よ
る

 

多
自
然
型
大
型
空
積
ブ
ロ
ッ
ク

開
発
者
・
㈱
ト
ッ
コ
ン

　
【
技
術
の
名
称
】　
基
礎
ブ
ロ
ッ

ク
　
【
副
題
】　
自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ

開
発
者
・
㈱
ト
ッ
コ
ン

大
型
練
積
ブ
ロ
ッ
ク

開
発
者
・
㈱
ト
ッ
コ
ン

地耐力増強：330型約1.5倍、500型約２倍


